
JP 2013-186331 A5 2015.4.16

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年4月16日(2015.4.16)

【公開番号】特開2013-186331(P2013-186331A)
【公開日】平成25年9月19日(2013.9.19)
【年通号数】公開・登録公報2013-051
【出願番号】特願2012-51910(P2012-51910)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｂ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ａ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｃ
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月27日(2015.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　照明光学系４２０は、光源ランプ４２２とランプ駆動部４２４と、を備えている。光源
ランプ４２２としては、超高圧水銀ランプやメタルハライドランプなどの放電発光型の光
源ランプや、発光ダイオード、レーザー光源又は有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎ
ｅｓｃｅｎｃｅ）素子等の各種自己発光素子を用いることができる。ランプ駆動部４２４
は制御回路２０の制御に基づいて光源ランプ４２２を駆動する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　液晶パネル４４０は、照明光学系４２０から射出された光を画像データに基づいて変調
する光変調装置である。液晶パネル４４０は、複数の画素をマトリクス状に配置した透過
型パネルにより構成される。液晶パネル４４０は後述する画像処理動作回路３０の液晶パ
ネル駆動部３８０からの駆動信号に基づいて、照明光学系４２０から照射された照明光を
、画像を表す画像光に変調する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】



(2) JP 2013-186331 A5 2015.4.16

【００３５】
　図２は、調整用画像ＡＩの一例である。図２には、液晶パネル４４０のパネル枠ＰＦ内
に表示されるパターン領域ＡＰと、平 均評価値ＧＮと、最大値ＭＮと、平均評価値グラ
フＧＬと、最大値グラフＭＬとを含む調整用画像ＡＩが示されている。パターン領域ＡＰ
は、暗領域（ハッチングが付された領域）と明領域（ハッチングが付されていない領域）
とが横方向Ｈに沿って交互に配置され、横方向Ｈとは垂直な縦方向Ｖに延びる矩形状のパ
ターンを有する。暗領域の色は黒色、明領域の色は白色である。なお、平均評価値および
最大値が記憶部２６０に記憶されていないときは、調整用画像ＡＩはパターン領域ＡＰの
みを有する。ユーザーは、調整用画像ＡＩに含まれる平均評価値ＧＮの値が最大値ＭＮの
値に達するように、後述のフォーカス調整処理を実施する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　一方、最大値が設定されている場合には（ステップＳ２１０：Ｙｅｓ）、最大値更新部
２２２は、取得された平均評価値が現在設定されている最大値以上か否かを判断する（ス
テップＳ２２０）。最大値更新部２２２は、取得された平均評価値が現在設定されている
最大値以上の場合には（ステップＳ２２０：Ｙｅｓ）、現在設定されている最大値を最新
の平均評価値に更新する（ステップＳ２４０）。取得された平均評価値が現在設定されて
いる最大値以上の場合とは、例えば図６のＡ時点からＣ時点における場合が該当する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
Ｃ５．変形例５：
　上述の実施例では、プロジェクターＰＪは、光変調装置として透過型の液晶パネルを用
いた例を説明したが、光変調装置は透過型の液晶パネル４４０に限定されない。例えば、
光変調装置としてデジタル・マイクロミラー・デバイス（ＤＭＤ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｍｉ
ｃｒｏ－Ｍｉｒｒｏｒ　Ｄｅｖｉｃｅ）や、反射型の液晶パネル等を用いて、照明光学系
４２０からの光を変調する構成にしてもよい。また、小型ＣＲＴ（陰極線管）上の映像を
被投写面に投写するＣＲＴプロジェクターでもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
Ｃ６．変形例６：
　上述の実施例では、本発明の画像処理装置をプロジェクターに適用したが、図１に示し
た制御部２２０を画像処理装置として捉えることも可能である。また、上述の実施例では
、制御部２２０がソフトウエア的にアシスト処理を行うこととしたが、ハードウェア的に
アシスト処理を実行することとしてもよい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００８０】
　　１０…入力操作部
　　２０…制御回路
　　３０…画像処理動作回路
　　４０…画像投写光学系
　　５０…撮像部
　　６０…タイマー
　　１３０…液晶パネル
　　１４０…照明光学系
　　２００…ケーブル
　　２２０…制御部
　　２２１…評価値算出部
　　２２２…最大値更新部
　　２２３…出力部
　　２６０…記憶部
　　３２０…Ａ／Ｄ変換部
　　３４０…画像表示処理部
　　３６０…メモリー
　　３８０…液晶パネル駆動部
　　４２０…照明光学系
　　４２２…光源ランプ
　　４２４…ランプ駆動部
　　４４０…液晶パネル
　　４６０…投写光学系
　　４６２…投写レンズ
　　４６３…フォーカスリング
　　４６４…レンズ駆動部
　　Ｈ…横方向
　　Ｖ…縦方向
　　ＳＣ…スクリーン
　　ＰＦ…パネル枠
　　ＡＩ…調整用画像
　　ＰＪ…プロジェクター
　　ＧＬ…平均評価値グラフ
　　ＭＬ…最大値グラフ
　　ＧＮ…平均評価値
　　ＭＮ…最大値
　　ＡＰ…パターン領域
【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１３】
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